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映
画
祭
と
い
う
も
の
は
、
落
ち
着

か
な
い
も
の
で
あ
る
。
一
日
に
三
本

も
四
本
も
新
作
の
フ
ィ
ル
ム
を
観
、

そ
の
合
間
に
旧
知
の
映
画
人
と
会
っ

た
り
、
デ
ビ
ュ
ウ
し
た
ば
か
り
の
監

督
と
話
し
た
り
し
て
遅
く
ま
で
呑
ん

で
い
る
と
い
っ
た
日
が
、
一
週
間
ほ

ど
も
続
く
。
私
は
香
港
で
ゆ
っ
く
り

と
食
事
を
し
た
こ
と
が
あ
ま
り
な
い
。

だ
い
た
い
が
島
と
半
島
を
往
復
す
る

フ
ェ
リ
ー
の
中
で
、
イ
ギ
リ
ス
風
の

サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
で
す
ま
し
て
し
ま
う
か
ら
だ
。

早
く
し
な
い
と
、
次
の
上
映
に
遅
れ
て
し
ま
う
！

釜
山
映
画
祭
は
毎
年
十
月
ご
ろ
に
開
催
さ
れ
る
。

と
は
い
う
も
の
の
、
こ
こ
で
も
チ
ャ
ガ
ル
チ
市
場

で
ゆ
っ
く
り
と
海
を
眺
め
な
が
ら
刺
身
で
一
杯
と

い
う
日
は
、
残
念
な
が
ら
一
日
も
な
か
っ
た
。
で

は
何
を
食
べ
て
い
た
か
。
海
苔
巻
で
あ
る
。
韓
国

語
は
キ
ム
パ
プ
、
つ
ま
り
海
苔
飯
と
い
う
の
だ
が
、

映
画
館
の
外
に
い
く
つ
も
あ
る
キ
ム
パ
プ
屋
に
飛

び
込
ん
で
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
も
の
を
試
し
て

い
る
う
ち
に
楽
し
く
な
っ
て
き
た
。
キ
ュ
ー
リ
、

玉
子
、
ニ
ン
ジ
ン
、
カ
ン
ピ
ョ
ウ
、
魚
肉
ソ
ー
セ

ー
ジ
、
タ
ク
ワ
ン
、
カ
ニ
棒
を
入
れ
て
巻
い
た
も

の
が
二
五
〇
〇
W
。
サ
ラ
ダ
も
の
だ
と
二
八
〇
〇

W
。
油
揚
げ
と
か
海
老
、
チ
ー
ズ
な
ど
が
特
別
に

入
る
と
三
五
〇
〇
W
。
お
ま
け
に
味
噌
汁
と
タ
ク

ワ
ン
が
つ
い
て
く
る
。

油
と
肉
を
ほ
と
ん
ど
使
わ
な
い
こ
と
で
、
キ
ム

パ
プ
は
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ャ
ン
ク
フ
ー
ド
に
比
べ
て

は
る
か
に
健
康
に
い
い
と
思
う
。
店
の
壁
に
ズ
ラ

リ
と
並
ん
だ
メ
ニ
ュ
ー
の
な
か
か
ら
そ
の
日
の
気

分
に
合
わ
せ
て
注
文
す
る
と
、
サ
ッ
と
目
の
前
で

巻
い
て
く
れ
る
。
店
内
は
い
つ
も
若

者
た
ち
で
い
っ
ぱ
い
だ
。
食
べ
終
わ

る
と
す
ぐ
に
映
画
館
に
戻
る
と
い
う

わ
け
で
あ
る
。

キ
ム
パ
プ
と
い
う
食
べ
物
を
見
て

い
る
と
、
つ
く
づ
く
日
韓
の
文
化
交

流
が
こ
こ
で
う
ま
く
実
現
さ
れ
て
い

る
と
思
う
。
本
来
、
海
苔
巻
は
日
本

人
の
発
明
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
が
韓
国
に
渡
り
、
し
だ
い
に
ス
タ

イ
ル
が
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
酢
飯
を

用
い
る
こ
と
が
な
く
な
り
、
そ
の
代
わ
り
に
海
苔

に
ご
ま
油
を
塗
っ
た
り
、
米
に
ゴ
マ
を
混
ぜ
た
り

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
見
事
に
韓
国
独
自

の
料
理
と
な
っ
た
の
だ
。
数
年
前
に
韓
国
で
小
学

生
た
ち
に
、
一
番
好
き
な
食
べ
物
は
な
に
か
と
い

う
ア
ン
ケ
ー
ト
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、

一
位
に
輝
い
た
の
が
こ
の
キ
ム
パ
プ
だ
っ
た
。
そ

し
て
今
で
は
新
宿
の
韓
国
風
屋
台
に
逆
輸
入
さ
れ
、

人
気
を
呼
ん
で
い
る
。

食
べ
物
と
音
楽
、
つ
ま
り
口
の
領
域
で
は
、
二

つ
の
文
化
は
ど
ん
ど
ん
混
ざ
り
合
っ
て
い
る
よ
う

な
気
が
す
る
。
頭
は
口
を
抑
え
よ
う
と
す
る
が
、

誰
も
口
を
封
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
口
の
ほ
う

が
心
に
よ
り
近
い
と
こ
ろ
に
置
か
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

日
韓
文
化
交
流
基
金
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
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一
九
五
三
年
、
兵
庫
県
生
ま
れ
。
一

九
七
九
年
に
ソ
ウ
ル
の
建
国
大
学
で

客
員
教
授
と
な
り
、
帰
国
後
、
韓
国

映
画
の
紹
介
に
努
め
る
。
著
書
に

『
わ
れ
ら
が
〈
他
者
〉
な
る
韓
国
』

（
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）、『
ソ
ウ
ル

の
風
景
　
記
憶
と
変
貌
』（
岩
波
新
書
、

九
月
刊
）
が
あ
る
。

よ
も
た
　
い
ぬ
ひ
こ

緋
緞
チ
ョ
ガ
ッ
ポ

8
4
×
8
0
セ
ン
チ
　
一
九
九
一
年

表紙撮影：縣　正三

1946 韓国京畿道生まれ。18歳の時から、
刺 家としての道を歩み始める

1984 第９回韓国伝統工芸展に入選。以
後毎年、奨励賞、特別賞などの受
賞を重ねる

1990 東京の 島屋にて「韓国伝統工芸
展」招待展

1994 国務総理賞を受賞
1995 東京の韓国文化院にて個展
1996 ソウルの一民美術館にて個展
1999 『韓国のパッチワーク～ポジャギ』

出版（文化出版局）
現在、刺 ・ポジャギの「名匠」
として作家活動を行うかたわら、
伝統工芸建築学校にて後進の指導
にあたっている
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（
１
）
Ｗ
杯
開
催
へ
の
街
づ
く
り
　

鹿
嶋
市
（
茨
城
）
・
西
帰
浦
市
（
済
州
）

開
催
競
技
場
の
あ
る
鹿
嶋
市
と
、
韓
国
西
帰
浦

市
の
間
で
は
、
Ｗ
杯
開
催
の
た
め
の
意
見
交
換
を

き
っ
か
け
に
、
相
互
交
流
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

一
九
九
九
年
十
一
月
に
済
州
大
学
校
の
招
き
で

市
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
推
進
室
の
職
員
が
訪
韓
し
、

Ｗ
杯
へ
の
取
り
組
み
と
、
ハ
ー
ド
面
で
の
準
備
状

況
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。
地
域
の
温
か
み
が

あ
り
、
市
民
が
何
ら
か
の
形
で
参
加
で
き
る
よ
う

な
運
営
を
行
う
と
い
う
鹿
嶋
市
の
方
針
に
つ
い
て

の
説
明
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仕
組

み
や
市
民
参
加
に
よ
る
花
い
っ
ぱ
い
の
街
づ
く
り

運
動
な
ど
の
事
例
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
西
帰
浦

市
側
は
、
Ｗ
杯
後
に
は
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
を

誘
致
し
て
地
域
の
振
興
に
つ
な
げ
る
構
想
を
持
っ

て
お
り
、
鹿
嶋
市
に
お
け
る
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ

の
事
例
に
つ
い
て
強
い
関
心
を
示
し
、
多
く
の
質

問
が
集
中
し
ま
し
た
。

こ
の
訪
韓
時
に
、
鹿
嶋
市
の
小
中
学
生
を
対
象

に
「
わ
が
ま
ち
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
期
待
す
る

こ
と
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
実
施
し
た
絵
画
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
を
西
帰
浦
市
内
の
初
等
学

校
で
展
示
し
ま
し
た
。

二
〇
〇
一
年
一
月
に
鹿
嶋
市
で
開
催
さ
れ
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
カ
シ
マ
・
い
ま
な
す
べ
き
こ
と

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅲ
」
で
は
、
済
州
大
学
校
康
榮
勲
教
授

2002年サッカーW杯
日韓共催にむけて
―広がる相互理解への取り組み―
日韓共催による2002  FIFAワールドカップまで１年を切り、次々に競技場が完工し、

各開催地でもソフト・ハードの両面で準備の最終局面に入りました。

今回の大会は初の２国による共催であり、大会にちなんだ両国共同の文化行事や、

相互理解への取り組みが活発に行われています。

日本の各開催地での日韓交流や相互理解のための取り組みを紹介し、

また「2002年日韓国民交流年」関連の文化事業の一部をご紹介します。

が
西
帰
浦
市
の
準
備
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し

た
。
市
民
団
体
ご
と
に
ひ
と
つ
ず
つ
誇
る
べ
き
事

業
を
や
ろ
う
と
い
う
役
割
分
担
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
仕
組
み
や
、
外
国
客
が
タ
ク
シ
ー
を
利
用

す
る
際
の
通
訳
ス
タ
ッ
フ
の
中
央
統
制
方
式
な
ど

に
つ
い
て
説
明
し
、「
単
に
大
騒
ぎ
し
て
終
わ
る

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
平
和
の
祭
典
と
し
て
歴

史
に
残
る
も
の
に
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。
ま

た
、
西
帰
浦
初
等
学
校
の
児
童
が
韓
日
の
友
情
な

ど
を
テ
ー
マ
に
描
い
た
ポ
ス
タ
ー
を
鹿
嶋
市
内
で

展
示
し
ま
し
た
。

鹿
嶋
市
と
西
帰
浦
市
で
は
、
こ
の
経
験
を
Ｗ
杯

開
催
の
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
交
換
に
と
ど
ま
ら

ず
、相
互
交
流
や
友
好
を
深
め
る
契
機
と
と
ら
え
、

積
極
的
に
今
後
の
よ
り
よ
い
自
治
体
間
の
関
係
に

発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
そ
う
で

す
。

１
　
開
催
地
で
は
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（
２
）「
サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち
」
の
草
サ
ッ
カ
ー

清
水
市
（
静
岡
）

二
〇
〇
一
年
八
月
十
七
日
か
ら
二
十
一
日
ま

で
、
静
岡
県
清
水
市
で
第
15
回
全
国
少
年
少
女
草

サ
ッ
カ
ー
大
会
（
主
催：

清
水
市
、
朝
日
新
聞
社
、

（
財
）
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
、（
財
）
静
岡
県
サ
ッ

カ
ー
協
会
）
が
開
催
さ
れ
、
日
本
全
国
か
ら
集
ま

っ
た
少
年
少
女
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
と
と
も
に
、
韓

国
か
ら
二
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

全
国
少
年
少
女
草
サ
ッ
カ
ー
大
会
は
、
日
本
サ

ッ
カ
ー
協
会
に
登
録
し
て
い
る
小
学
生
チ
ー
ム
で

あ
れ
ば
参
加
で
き
、
五
日
間
で
「
ミ
ニ
カ
ッ
プ
」

の
リ
ー
グ
戦
と
順
位
決
定
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
行

い
ま
す
。
日
本
の
代
表
的
な
サ
ッ
カ
ー
選
手
を
多

く
輩
出
し
て
き
た
清
水
市
が
ま
ち
ぐ
る
み
で
開
催

す
る
手
作
り
の
大
会
で
、
全
国
の
い
ろ
い
ろ
な
実

力
の
チ
ー
ム
と
試
合
で
き
る
こ
と
が
魅
力
で
す
。

大
会
期
間
中
に
は
、「
サ
ッ
カ
ー
祭
り
」
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
や
指
導
者
の
講
習
会
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

一
九
九
七
年
の
第
11
回
大
会
か
ら
、
Ｗ
杯
日

韓
共
催
を
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
に
、
韓
国
か
ら

優
秀
な
初
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
を
招
い
て
い

ま
す
。
今
年
は
昨
年
の
韓
国
初
等
学
校
蹴
球
大
会

で
優
勝
・
準
優
勝
を
お
さ
め
た
、
細
柳
初
等
学
校

（
水
原
）
と
光
徳
初
等
学
校
（
安
山
）
チ
ー
ム
が

参
加
し
ま
し
た
。

韓
国
の
チ
ー
ム
は
い
ず
れ
も
確
か
な
実
力
に
定

評
が
あ
り
、
対
戦
し
た
日
本
の
選
手
か
ら
も
、

「
と
て
も
強
く
て
、
う
ま
い
」
と
い
う
感
想
が
出

て
い
ま
し
た
。
今
回
の
大
会
で
は
細
柳
初
等
学
校

チ
ー
ム
が
三
位
の
成
績
を
お
さ
め
て
い
ま
す
。

韓
国
で
は
全
て
の
学
校
に
サ
ッ
カ
ー
部
が
あ
る

わ
け
で
は
な
く
、
全
国
大
会
も
割
合
少
な
い
チ
ー

ム
の
間
で
厳
し
い
競
争
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
韓

国
の
チ
ー
ム
が
大
会
に
参
加
し
は
じ
め
た
当
初

は
、
日
本
と
韓
国
の
少
年
サ
ッ
カ
ー
を
と
り
ま
く

環
境
の
違
い
の
た
め
、
大
会
の
雰
囲
気
に
戸
惑
っ

た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、「
誰
で
も
楽

し
ん
で
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
」
と
い
う
日
本
の
サ
ッ

カ
ー
の
持
つ
一
面
に
対
す
る
理
解
が
、
回
を
重
ね

る
ご
と
に
深
ま
っ
て
い
ま
す
。
同
様
の
趣
旨
の
大

会
を
韓
国
で
開
催
す
る
計
画
も
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

試
合
は
厳
し
く
、
し
か
し
一
旦
試
合
が
終
わ
れ

ば
、
自
然
に
相
手
の
チ
ー
ム
の
応
援
を
し
た
り
、

フ
ィ
ー
ル
ド
の
周
り
で
一
緒
に
過
ご
し
て
み
た

り
。
こ
の
大
会
を
通
し
て
培
わ
れ
る
フ
ェ
ア
プ
レ

ー
の
精
神
と
自
然
体
の
交
流
か
ら
、
選
手
た
ち
は

多
く
の
も
の
を
学
ん
で
い
く
よ
う
で
す
。

●
札
幌

第
10
回
Ｙ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ

ン
祭
り
に
韓
国
チ

ー
ム
が
参
加
（
二

〇
〇
一
年
六
月
）。

朝
鮮
王
朝
の
美
展
（
二
〇
〇
一
年
七
―

八
月
、
北
海
道
立
近
代
美
術
館
。
九
―
十

一
月
、
北
海
道
立
函
館
美
術
館
。
そ
の
後
、

広
島
、
岐
阜
を
巡
回
）。

●
宮
城
・
仙
台
　

仙
台
市
と
光
州

広
域
市
が
友
好
促

進
協
定
締
結
（
二

〇
〇
〇
年
五
月
）。

市
民
間
の
交
流
の

積
み
上
げ
が
契
機
。

●
新
潟

日
韓
サ
ッ
カ
ー

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

会
議
（
二
〇
〇
〇

年
十
一
月
）
。
二

〇
〇
二
年
大
会
を

取
材
す
る
日
韓
両
国
の
記
者
た
ち
が
、
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

●
茨
城

Ｗ
杯
開
催
ス
タ

ジ
ア
ム
の
あ
る
鹿

嶋
市
と
西
帰
浦
市

で
Ｗ
杯
開
催
の
た

め
の
意
見
交
換
、

小
中
学
生
の
絵
画
交
換
展
示
。

●
埼
玉

埼
玉
県
日
韓
親

善
協
会
設
立
（
二

〇
〇
一
年
六
月
）。

日
韓
脳
性
ま
ひ
者

七
人
制
サ
ッ
カ
ー

大
会
（
二
〇
〇
一
年
四
月
）。

●
横
浜

ト
ー
ク
イ
ベ
ン

ト
「
韓
国
か
ら
み

る
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
」（
二
〇
〇
一

年
七
月
）。
日
韓

の
サ
ッ
カ
ー
事
情
に
詳
し
い
作
家
二
人
を

招
き
、
韓
国
の
Ｗ
杯
に
対
す
る
取
り
組
み

な
ど
を
報
告
。

●
静
岡

第
15
回
全
国
少

年
少
女
草
サ
ッ
カ

ー
大
会
に
韓
国
か

ら
二
チ
ー
ム
が
参

加
（
二
〇
〇
一
年

八
月
）。

●
大
阪

ア
ジ
ア
フ
ェ
ス

２
０
０
１
「
ジ
ャ

パ
ン
・
コ
リ
ア

ス
ー
パ
ー
ア
カ
ペ

ラ
シ
ョ
ー
」（
二

〇
〇
一
年
七
月
）。
神
戸
市
の
男
性
グ
ル
ー

プ
「P

H
E
W
P
H
E
W
L!V
E

」
と
、
ソ
ウ
ル

大
学
出
身
男
性
グ
ル
ー
プ
「
人
工
偉
声
」

が
共
演
。

日
本
の
Ｗ
杯
開
催
地
で
行
わ
れ
る
韓
国
関
連
行
事

札幌ドーム

埼玉スタジアム2002横浜国際総合競技場静岡スタジアム　エコパ大阪市長居スタジアム

宮城スタジアム新潟スタジアム　ビッグスワンカシマサッカースタジアム
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「
日
韓
国
民
交
流
年
」
は
、
日
韓
両
国
が
大
規

模
な
国
際
的
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
サ
ッ
カ

ー
Ｗ
杯
を
共
催
す
る
と
い
う
重
要
な
機
会
を
と
ら

え
、
政
府
間
だ
け
で
は
な
く
、
幅
広
い
分
野
で
多

く
の
国
民
の
参
加
を
得
て
、
交
流
事
業
を
推
進
し

て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
二
〇
〇
一
年
か
ら

●国際交流基金アジアセンター漫画展　アジ

ア　IN COMIC展（2001年1月-2002年3月

まで日本国内にて巡回）、第6回アジア漫画

展「私の隣人イメージ」（2001年8月-2002年

8月まで日本国内にて巡回）

●現代美術展「Under Construction」（2002

年12月-2003年2月、国際交流基金フォーラ

ム）アジア各国の若手キュレーターが各国展

を行い、集大成として東京展を行う

●朝鮮王朝の美展（2001年9月19日-11月11

日、北海道立函館美術館。2002年2月19日-3

月31日、広島県立美術館。2002年4月9日-5

月19日、岐阜県美術館）

●国際民俗芸能フェスティバル（2001年9月

15, 16日、山口県。10月7日、滋賀県）晋州

と珍島の伝統芸能の公演を行う

●第8回BeSeTo演劇祭「旅立つ家族-天才画

家李仲燮」（ソウル市立劇団）、「ゴドーを待

ちながら」（劇団サンウルリム）を上演する

ほか、日韓中の演劇関係者によるシンポジウ

ム、パネルディスカッションなど（2001年8

月25日-10月28日、東京、静岡、富山）

●ミュージカル「地下鉄1号線」（2001年11

月15-18日、Bunkamuraシアターコクーン。

11月20, 21日、大阪シアタードラマシティ。

11月24, 25日、福岡市立西市民センター）

●韓国映画プロジェクト2001 Ⅱ（2001年11

月、国際交流基金フォーラム）

●世界陶磁器エキスポ2001（2001年8月10

日-10月28日）

二
〇
〇
二
年
に
か
け
て
、
日
韓
両
国
で
多
彩
な
文

化
事
業
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

これから行われる主な関連文化事業 ２
　
二
〇
〇
二
年
日
韓
国
民
交
流
年

●
神
戸

Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
番

組
「
コ
リ
ア
・
ト

ゥ
デ
ー
」
（
Ｆ
Ｍ

Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｖ
）
。
Ｗ

杯
を
機
に
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
Ｆ
Ｍ
局
で
Ｗ
杯
情
報
と
韓
国

紹
介
の
ラ
ジ
オ
番
組
を
放
送
。

●日韓ワールドカップ共催〈日韓・記念民族

オーケストラ〉演奏会（日本音楽集団第26

次海外公演）（2001年11月26日-12月2日、ソ

ウル、大田、全州、光州、大邱、慶州、釜山、

済州）

●日本・韓国文化交流－平山郁夫・金興洙二

人展（2002年1月8日-2月11日、東京芸術大

学大学美術館）

●日韓古美術品交換展　日本国内展（2002

年3月末-5月初旬、大阪市立博物館。6-7月、

東京国立博物館）、韓国国内展（2002年7月

（予定）、韓国国立中央博物館）

●日韓生活文化展　韓国生活文化展（2002

年3月21日-7月16日、国立民族学博物館）、

日本生活文化展（2002年2月15日-5月15日、

韓国国立民俗博物館）

●Ｗ杯共催記念・中学・高校教員（相互）交

流事業　韓国人教員の日本招聘（2001年9月

19日-10月3日）、日本人教員の韓国招聘

（2001年10月16日-10月30日）

●日韓映画交流事業（仮称）「韓国映画の現

在（仮称）」（2002年6月-7月、東京国立近代

美術館フィルムセンター）

●日韓交流祭　第2回日韓交流祭「Japan-

Korea Festival（仮称）」（2001年11月14-18

日、釜山広域市釜山展示コンベンションセン

ター（BEXCO）にて開催予定）、第2回

KOREA SUPER EXPO2001（2001年11月

15-19日、インデックス大阪にて開催予定。

「新しい韓国とのふれあい」をテーマに行事

を構成予定）

●
大
分

第
五
回
日
韓
ス

ポ
ー
ツ
交
流
事
業

・
青
少
年
ス
ポ
ー

ツ
交
流
（
日
本
体

育
協
会
）
で
、
選

手
団
の
派
遣
／
招
聘
。

日　本

韓　国

日　韓　両　国

特集：2002年サッカーW杯日韓共催にむけて

日韓文化交流通信（日韓文化交流連絡室）

http://www.jpf.go.jp/jkxx

﹇
連
絡
先
﹈

●
外
務
省
大
臣
官
房
文
化
交
流
部
　

日
韓
文
化
交
流
準
備
室

電
話
／
〇
三
―
三
五
八
〇
―
三
三
一
一（
代
）

●
国
際
交
流
基
金
　
日
韓
文
化
交
流
連
絡
室

電
話
／
〇
三
―
五
五
六
二
―
三
六
三
八（
代
）

神戸ウイングスタジアム

大分スタジアム　ビッグアイ

※
写
真
は
各
開
催
地
の
Ｗ
杯
開
催
ス
タ
ジ
ア
ム
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基
金
で
は
一
九
九
九
年
よ
り
開
始
し
た
日
韓
中
高

生
交
流
事
業
の
一
環
と
し
て
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
日

本
連
盟
・
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟
に
日
韓
ス
カ

ウ
ト
の
交
流
事
業
を
委
託
し
て
い
ま
す
。
三
年
目
と

な
る
今
年
は
、
韓
国
か
ら
中
高
生
世
代
の
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
百
名
、ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
五
十
名
が
来
日
し
、

十
四
泊
十
五
日
の
日
程
で
、
各
地
方
を
訪
問
し
な
が

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
、
日
本
の

ス
カ
ウ
ト
と
の
交
流
を
は
か
り
ま
し
た
。

日
韓
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
・
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
交
流
事
業

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟
が
受
け
入
れ
を
行
っ
た

韓
国
の
中
高
生
ス
カ
ウ
ト
百
名
は
七
月
二
十
八
日
に
来

日
し
ま
し
た
。
日
本
ス
カ
ウ
ト
の
隊
員
と
と
も
に
都
内

見
学
な
ど
の
日
程
を
過
ご
し
た
後
、
三
隊
に
分
か
れ
、

千
葉
、
長
野
、
岐
阜
の
各
県
で
そ
れ
ぞ
れ
日
本
の
ス
カ

ウ
ト
の
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、
日
本
の
家
庭
で
の

生
活
を
体
験
し
ま
し
た
。

ま
た
、
各
地
域
で
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
大
会
で
あ
る

キ
ャ
ン
ポ
リ
ー
に
参
加
し
、
野
外
活
動
を
し
な
が
ら
日

頃
の
訓
練
の
成
果
を
確
認
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
八

月
五
日
に
は
全
員
が
広
島
で
合
流
し
、
八
月
六
日
の
平

和
祈
念
式
典
へ
の
出
席
を
日
程
に
含
む
日
韓
ス
カ
ウ
ト

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
、「
21
世
紀
の
夢
」
と
い
う

テ
ー
マ
の
も
と
両
国
ス
カ
ウ
ト
が
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を

交
わ
し
ま
し
た
。
最
後
の
京
都
・
奈
良
の
史
跡
見
学
の

日
程
を
終
え
、
韓
国
ス
カ
ウ
ト
は
八
月
十
一
日
に
帰
国

し
ま
し
た
。

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟
が
受
け
入
れ
を
行
っ
た

韓
国
の
ス
カ
ウ
ト
五
十
名
は
七
月
二
十
七
日
に
来
日
し

ま
し
た
。
到
着
後
二
隊
に
分
か
れ
て
、
滋
賀
や
福
井
、

静
岡
で
の
各
地
域
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
、
そ
ば
打

ち
体
験
、
和
紙
の
紙
漉
き
体
験
な
ど
の
伝
統
文
化
を
学

ん
だ
ほ
か
、
日
本
側
ス
カ
ウ
ト
の
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
を
し
ま
し
た
。
一
隊
は
七
月
三
十
一
日
か
ら
長
野
県

戸
隠
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
セ
ン
タ
ー
で
全
国
の
高
校
生
世

代
の
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
が
作
り
上
げ
る
三
泊
四
日
の
キ
ャ

ン
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
ま
し
た
。

そ
の
後
千
葉
に
集
合
し
、
八
月
八
日
に
東
京
で
開
催

さ
れ
た
韓
国
文
化
を
知
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
韓
国
Ｄ

Ａ
Ｙ
」
で
は
、
日
韓
の
ス
カ
ウ
ト
が
協
力
し
あ
っ
て
準
備

と
運
営
に
あ
た
り
ま
し
た
。
最
後
に
評
価
会
に
お
い
て
全

日
程
を
通
し
て
の
体
験
、
学
ん
だ
こ
と
を
発
表
し
あ
い
、

八
月
十
日
に
韓
国
ス
カ
ウ
ト
は
帰
国
し
ま
し
た
。

●韓国ボーイスカウト

「14泊15日は長い時間だけど、いい友達に会えて、あっという間に時

間が過ぎたように感じます。日本という国をよく知る機会になりまし

た。」

「キャンポリーは暑くて大変だったけど、みんなと一緒に生活した3

泊4日はとてもいい思い出になった。」

●日本ボーイスカウト

「日韓スカウトフォーラムで意見交換をしてみて、世界にはいろんな

ものの考え方があるということを改めて強く感じました。とても勉強

になった4日間でした。」

●韓国ガールスカウト

「日本でホームステイして、日本に第二の家族ができたことがとても

うれしい。日本の友達は私の宝物です。」

「“言葉は通じなくても心は通じる”ということを実感できた。日本の

たくさんの友達の親切に感謝し、このことを韓国の友達にも伝えた

い。」

●日本ガールスカウト

「韓国の人々と過去のことを話すことは確かに大切なことだと思いま

す。でも、もっと大切なのはこれからの私たちの舞台となる“未来”。

この交流を通して、日本と韓国のあり方が少しわかった気がします。」

参加者のアンケートより

日
韓
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
・
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
交
流
事
業

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
交
流
事
業
・
滋
賀
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
て



２００１年度下半期助成対象事業

7 日韓文化交流基金NEWS

２００１年度下半期助成対象事業
2001年度下半期（10月～2002年３月）には、32件の交流事業に対して助成を行うことが決定いたしました。

●青少年・草の根交流　16件

事業名
北東アジア子供交流自然キャンプ
ICAS 日本文化紹介プログラム

韓国の作家との友好交流・2001
日本大学・韓国中央大学　心理学研究交流

第１回堺国際芸術芸能フェスティバル「2002年日韓
国民交流年」事業
韓国伝統打楽プンムルワークショップ「韓国の楽器
を楽しもう！」
韓国・朝鮮の文化にふれるワークショップ
愛知教育大学歴史学会日韓学術・文化交流事業
乙訓高校・ソウル高校『日韓高校生スポーツ交流・
史跡フィールドワーク交流』
2002年ワールドカップサッカー大会日韓共同開催記念
「日韓合同演奏会　平和の大合唱（埼玉公演）」
韓国浦項工科大学校の訪日研修団
韓国における日本文化開放と日本学の動向

2002年ワールドカップサッカー日韓共催記念　ソウ
ル国立大学混声合唱団・東京大学コールアカデミー
ジョイントコンサート
慶應大・漢陽大学生交流セミナー及び現地企業調査
“日韓学生”交流の旅Ⅲ
日韓歴史交流シンポジウム「江戸時代ハングル石塔
のなぞ」

事業名
朝鮮半島をめぐる知のパートナーシップ構築のため
のラウンドテーブル2001
東アジア日本語教育・日本文化研究学会国際学術会議
建築の主体性、建築家の主体性
「境界を越えて－日本文化・文学研究の新たな地平」高麗
大学校日本学研究所2001年度国際学術シンポジウム
シンポジウム「日本における16～17世紀朝鮮半島産
陶磁器の受容について」（仮称）
日韓協働国際シンポジウム“東アジア世界の未来を拓く”

事業名
ワールドカップ記念　文化プレイベント公演　－島－

The 3rd Jeonju Sanjo Festival, 2001
ヒダノ修一＆リーチュヒ（李周 ）
スーパーセッション　featuring 瀬木貴将　
日韓ライフマスク2002

第3回亜細亜現代彫刻展及び帰国展（成果報告展）

日韓若手美術家交流会
韓国オラトリオ合唱団“The Korea ORATORIO”
日本特別公演
第4回ナムサダン奈良公演・第2回マンナム発表会
日韓親善パッチワークキルト展「山口怜子の世界」

日韓親善　チェロコンサート

申請団体
北東アジア子供交流事業実行委員会
NPO法人　ICAS国際都市仙台を支え
る市民の会
アンニョン2001韓国小説をジャコールする会
日本大学大学院文学研究科社会心理学
研究室
堺国際芸術芸能フェスティバル実行委員会

日韓芸術交流祭実行委員会

コリア文化サークル「パランセク」
愛知教育大学歴史学会
京都府立乙訓高等学校硬式野球部保護
者会
埼玉第九合唱団

浦項工科大学校
韓国外国語大学校　国際地域大学院
（日本文化探求班）
東京大学音楽部コールアカデミー

慶應義塾大学　総合政策学部　柳町研究会
日韓市民ネットワーク・なごや
千葉県日本韓国・朝鮮関係史研究会

申請団体
社団法人北太平洋地域研究センター
（NORPAC）
東アジア日本語教育・日本文化研究学会
Artsonje Center
高麗大学校付設日本学研究所

大阪市学芸員等共同研究実行委員会

横浜市立大学政策NGO

申請団体
日本文化伝統産業近代化促進協議会
（J-ART）
オフィス・サウンド・ポット
有限会社　きりん社

ピースアート21 実行委員会

アジア現代彫刻会

吾妻美学校
韓国オラトリオ合唱団演奏会実行委員会

マンナム
有限会社ぺブルスタジオ“山口怜子パッチ
ワークキルト展　世界巡回展実行委員会”
特定非営利活動法人　国際チェロアン
サンブル協会

実施時期
2001/10/1-10/10
2001/10/3-10/8

2001/10/5-10/8
2001/10/15-10/21、
11/15-11/21
2001/10/16-10/23

2001/10/25-10/26

2001/10/27-10/29
2001/11/5-11/10
2001/11/10-11/12、
2002/3/24-3/26
2001/12/8-12/12

2002/1/5-1/16
2002/1/9-1/12

2002/1/12-1/19

2002/2/9-2/12
2002/2/21-2/26
2002/3/21-3/27

実施時期
2001/10/15

2001/10/27-10/28
2001/11/14
2001/11/24

2001/12/2

2001/12/17-12/18

実施時期
2001/10/1-12/23

2001/10/4-10/7
2001/10/12-14、
11/23-/26
2001/10/13-
2002/3/18
2001/11/1-11/25、
2002/2/3-2/8
2001/11/3-11/9
2001/11/10

2001/11/11
2002/3/3-3/9

2001/3/10

開催場所
石川、長野、福井、愛知
光州・湖南大学校、全南大学校
ほか
ソウル
東京・日本大学文理学部、ソウ
ル・中央大学校
関西国際空港、堺市ほか

香川・アイパル香川、宇多津中
学校
ソウル、富川
清原・韓国教員大学校
京都・乙訓高等学校、ソウル高
等学校ほか
埼玉・大宮ソニックホール、行
田市産業文化会館大ホール
東京、茨城・つくば、京都
東京・国際基督教大学

ソウル、東京

ソウル
天安、公州、扶余ほか
千葉・たてやま夕日海岸ホテル
ほか

開催場所
札幌・北海学園国際会議場

ソウル・祥明大学校
ソウル・Artsonje Center
ソウル・高麗大学校国際館

大阪歴史博物館　大講堂

横浜市立大学　よこはまアーバンカレッジ

開催場所
大阪国際交流センター、大阪市
男女共同企画センター　
全州・校洞地区
東京・青山円形劇場

全州、水原、大邱、京都、大阪、
神戸ほか
光州・寧殷美術館、福岡アジア
美術館
東京・韓国文化院ほか
埼玉・彩の国さいたま芸術劇場

奈良県橿原市
ソウル・韓国第一文化院、草田
繊維博物館
横浜・神奈川県民ホール

●シンポジウム・国際会議　6件

●芸術交流　10件
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二
〇
〇
一
年
は
二
十
一
世
紀
開
幕
の
年
で

あ
る
と
と
も
に
、
日
本
と
韓
国
と
が
共
同
開
催

す
る
二
〇
〇
二
年
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー

の
前
年
に
あ
た
る
。
日
本
と
朝
鮮
半
島
と
は
、

原
始
古
代
以
来
、
交
流
を
継
続
し
て
き
て
い
る

と
で
は
な
い
。
朝
鮮
通
信
使
か
ら
教
訓
を
汲
み

取
っ
て
い
き
た
い
、
そ
の
よ
う
な
意
図
の
も
と

に
本
展
が
企
画
さ
れ
た
。

上
田
正
昭
・
辛
基
秀
・
仲
尾
宏
先
生
に
監

修
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
実
際
に
本
展
の
準

備
を
し
始
め
た
の
は
一
九
九
九
年
六
月
末
で
あ

っ
た
。
実
は
、
本
展
を
担
当
し
た
私
は
朝
鮮
考

古
学
を
専
攻
し
て
い
る
が
、専
門
分
野
が
異
な

る
た
め
に
、
朝
鮮
通
信
使
と
い
う
名
称
は
知
っ

て
は
い
た
も
の
の
、
そ
の
内
容
に
関
し
て
は
全

く
無
知
と
い
っ
て
も
よ
い
状
況
で
あ
っ
た
。
し

た
が
っ
て
、
と
も
か
く
朝
鮮
通
信
使
に
関
す
る

本
を
い
く
つ
か
読
む
こ
と
か
ら
、
私
自
身
の
仕

事
は
始
ま
っ
た
。

監
修
の
先
生
方
が
す
で
に
作
品
リ
ス
ト
を

作
成
さ
れ
て
い
た
の
で
、
作
品
の
所
在
を
探
し

た
り
、
新
資
料
の
情
報
を
収
集
し
、
同
時
に
展

示
ス
ト
ー
リ
ー
を
ど
う
す
る
か
、
会
場
の
展
示

構
成
を
ど
う
す
る
か
な
ど
を
考
え
、
イ
メ
ー
ジ

を
具
体
化
す
る
作
業
を
日
々
継
続
し
た
。
二
〇

〇
〇
年
夏
に
は
、
二
カ
月
ほ
ど
発
掘
調
査
に
出

助 成 事 業 紹 介

て
、
専
念
で
き
な
い
状
態
に
置
か
れ
て
し
ま
っ

た
が
、
そ
れ
で
も
現
場
作
業
の
休
憩
時
間
な
ど

に
イ
メ
ー
ジ
具
体
化
の
作
業
を
継
続
す
る
努
力

を
し
た
。
一
方
、
作
品
を
実
際
に
見
て
必
要
な

情
報
を
得
る
た
め
に
、
所
蔵
先
に
伺
い
作
品
を

見
せ
て
い
た
だ
き
、
メ
モ
を
取
っ
た
り
、
写
真

を
撮
る
作
業
も
併
行
し
て
行
っ
た
。
こ
の
資
料

調
査
は
展
覧
会
準
備
に
は
必
須
の
作
業
で
あ

る
。
写
真
な
ど
か
ら
頭
で
イ
メ
ー
ジ
し
た
作
品

と
実
際
の
作
品
と
で
は
異
な
る
場
合
が
多
く
、

今
回
も
何
度
か
そ
れ
を
経
験
し
た
。
ま
た
、
調

査
し
て
み
て
初
め
て
分
か
っ
た
こ
と
も
多
々
あ

り
、
新
資
料
の
情
報
も
い
く
つ
か
入
手
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

展
示
構
成
は
、
思
考
の
紆
余
曲
折
を
経
な

が
ら
、
最
終
的
に
は
五
部
構
成
と
な
っ
た
。

「
プ
ロ
ロ
ー
グ
　
朝
鮮
通
信
使
と
は
」
で
は
、

「
こ
こ
ろ
の
交
流
朝
鮮
通
信
使

―
江
戸
時
代
か
ら
21
世
紀
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
―
」
展

京
都
文
化
博
物
館
主
任
学
芸
員

定
森
秀
夫

が
、
十
六
世
紀
末
の
豊
臣
秀
吉
に
よ
る
朝
鮮
侵

略
と
、
十
九
世
紀
後
半
か
ら
二
十
世
紀
前
半
ま

で
の
大
日
本
帝
国
に
よ
る
朝
鮮
侵
略
・
植
民
地

支
配
と
は
、
朝
鮮
半
島
の
人
々
に
深
い
傷
を
残

し
て
い
る
。
そ
の
二
つ
の
侵
略
の
間
の
江
戸
時

代
に
、
朝
鮮
通
信
使
の
来
日

に
代
表
さ
れ
る
両
国
の
善
隣

友
好
関
係
が
約
二
〇
〇
年
も

の
長
き
に
わ
た
っ
て
維
持
さ

れ
て
い
た
こ
と
は
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
。

二
十
一
世
紀
に
は
、
日
本

は
韓
国
、
さ
ら
に
は
ア
ジ
ア

の
国
々
と
の
友
好
の
絆
を
こ

れ
ま
で
以
上
に
強
く
築
き
上

げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ

の
こ
と
を
考
え
、
実
行
し
て

い
く
指
針
の
一
つ
と
し
て
、

い
ま
一
度
、
江
戸
時
代
の
朝

鮮
通
信
使
を
見
直
し
て
み
る

こ
と
は
決
し
て
無
意
味
な
こ

福岡会場

蒔
絵
螺
鈿
朝
鮮
通
信
使
図
硯
箱
（
個
人
蔵
）
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豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
侵
略
と
徳
川
家
康
の
国
交
回

復
、
お
よ
び
朝
鮮
通
信
使
は
絵
画
・
文
書
な
ど

に
極
め
て
多
く
記
録
さ
れ
る
ほ
ど
日
本
人
の
興

味
の
対
象
で
あ
っ
た
こ
と
を
展
示
、「
第
１
部

漢
城
か
ら
江
戸
へ
」
で
は
通
信
使
の
道
程
を
辿

り
な
が
ら
、
日
本
各
地
に
残
る
絵
画
類
か
ら
そ

の
歓
迎
の
熱
狂
ぶ
り
を
展
示
、「
第
２
部
　
雨

森
芳
洲
の
誠
心
外
交
」
で
は
、
対
馬
藩
で
対
朝

鮮
外
交
を
真
摯
に
担
っ
た
雨
森
芳
洲
の
善
隣
友

好
の
思
想
と
そ
の
実
践
を
展
示
、「
第
３
部

誠
心
の
交
わ
り
」
で
は
、
通
信
使
と
の
交
流
、

通
信
使
が
影
響
を
与
え
た
祭
礼
や
工
芸
品
・
民

芸
品
な
ど
を
展
示
、「
エ
ピ
ロ
ー
グ
　
21
世
紀

の
新
た
な
善
隣
友
好
へ
」
で
は
、
明
治
政
府
に

よ
る
朝
鮮
侵
略
か
ら
植
民
地
支
配
の
歴
史
を
経

て
、
二
十
世
紀
後
半
か
ら
の
友
好
関
係
、
今
後

そ
れ
を
さ
ら
に
増
進
す
る
必
要
性
を
展
示
し

た
。本

展
で
一
番
苦
労
し
た
の
は
、
図
録
の
作

成
で
あ
っ
た
。
作
業
が
全
体
に
遅
れ
て
い
た
の

で
、
作
品
解
説
の
執
筆
に
集
中
で
き
た
の
は
二

〇
〇
一
年
三
月
に
入
っ
て
か
ら
で
、
そ
れ
以
降

休
日
無
し
、
毎
日
ほ
ぼ
九
時
過
ぎ
ま
で
の
勤
務

が
二
カ
月
ほ
ど
続
い
た
。
四
月
中
旬
、
韓
国
へ

作
品
を
借
用
に
行
っ
た
時
に
は
、
最
終
校
正
を

持
参
し
、
印
刷
所
の
担
当
者
と
国
際
電
話
で
校

正
を
行
っ
た
。
そ
の
苦
労
の
甲
斐
あ
っ
て
か
、

京
都
展
で
は
入
場
者
総
数
の
約
十
四
％
に
あ
た

る
、
三
一
〇
〇
冊
近
く
を
販
売
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

こ
の
展
覧
会
は
、
京
都
文
化
博
物
館
で
二

〇
〇
一
年
四
月
二
十
八
日
（
土
）
か
ら
六
月
三

日
（
日
）
ま
で
、
福
岡
県
立
美
術
館
で
六
月
十

日
（
日
）
か
ら
七
月
十
五
日
（
日
）
ま
で
開
催

さ
れ
、
京
都
展
で
は
約
二
万
二
五
〇
〇
人
、
福

岡
展
で
は
約
九
八
〇
〇
人
の
入
場
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
両
会
場
で
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
演
会

な
ど
の
関
連
事
業
も
実
施
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
盛

況
で
あ
っ
た
。
両
会
場
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
た
結
果
、
感
動
・
感
激
し
た
と
本
展

を
非
常
に
高
く
評
価
し
て
い
た
だ
き
、
今
後
も

日
韓
善
隣
友
好
関
係
を
ま
す
ま
す
強
め
て
い
く

べ
き
と
い
う
意
見
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。
入

場
者
は
当
初
想
定
し
た
人
数
に
は
達
し
て
い
な

い
が
、
展
覧
会
は
そ
の
企
画
意
図
が
十
分
に
理

解
さ
れ
、
ほ
ぼ
成
功
を
収
め
た
と
言
え
る
。

今
回
、
韓
国
国
立
中
央
博
物
館
と
宮
中
遺

物
展
示
館
か
ら
九
件
十
一
点
の
作
品
を
借
用
す

る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
日
韓
文
化
交
流
基
金
・

国
際
交
流
基
金
か
ら
助
成
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
た
。
京
都
展
開
会
式
に
は
国
立
中
央
博
物

館
の
池
健
吉
館
長
、
宮
中
遺
物
展
示
館
の
安
喜

均
館
長
が
出
席
さ
れ
、
ま
た
作
品
輸
送
・
展
示

の
立
ち
会
い
に
両
館
の
学
芸
研
究
員
が
来
日
さ

れ
て
、
日
韓
の
文
化
的
・
人
的
交
流
が
で
き
た

こ
と
も
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
。

さだもり　ひでお

1952年、岡山県生まれ。九
州大学文学部卒業。名古屋
大学大学院博士前期課程修
了。古代学協会研究員・平
安博物館助手を経て現職。
東アジア考古学、日韓交流
史を研究。

朝
鮮
通
信
使
船
団
図
屏
風
　
狩
野
探
信
筆
（
個
人
蔵
）

趙
泰
億
像
　
狩
野
常
信
筆
（
韓
国
国
立
中
央
博
物
館
蔵
）
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7～9月7～9月
日
韓
文
化
交
流
基
金
事
業
報
告

●訪韓団

八
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
、
当
基
金
代
表
団
が

訪
韓
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
の
訪
韓
団
で
は
要
人
へ
の
表
敬
訪
問
や
、
研
究
者
・

文
化
人
と
の
懇
談
会
な
ど
を
通
じ
、
現
在
、
教
科
書
問
題
な

ど
の
影
響
を
受
け
て
複
雑
な
状
況
下
に
あ
る
日
韓
交
流
に
つ

い
て
多
く
の
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

●
報
告
書

以
下
の
事
業
報
告
書
が
完
成
し
ま
し
た
。

基
金
図
書
セ
ン
タ
ー
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
日
本
大
学
生
訪
韓
研
修
団

（
二
〇
〇
一
年
三
月
六
日
〜
三
月
十
五
日
）

◆
日
本
大
学
生
訪
韓
研
修
団

（
二
〇
〇
一
年
三
月
二
十
日
〜
三
月
二
十
九

日
）

団体名 計 男 女 期間

三重県教員訪韓研修団 18 12 6 9/18‐9/27

第
17
回
日
韓
文
化
交
流
基
金

●
韓
国
訪
問
団

団長 藤村正哉 基金会長、三菱マテリアル（株）相談役

副団長 熊谷直博 基金理事長

顧問 戸塚進也 基金常任理事、元衆議院議員

顧問 竹内宏 （財）静岡綜合研究機構理事長

団員 小山敬次郎 基金理事、目白大学教授

団員 竹下勅三 基金理事、竹下事務所代表

団員 楢崎正博 基金理事、関電産業（株）取締役社長

団員 梅田博之 麗澤大学副学長

団員 石川捷治 九州大学韓国研究センター所長

団員 前田二生 指揮者

団員 大竹洋子 東京国際女性映画週間ディレクター

団員 久一昌三 基金事務局長

◆参加者

日時 日程

8/21（火） ソウル到着

午後 鹿取臨時代理大使による「韓国の現状」について

のブリーフィング

日本大使館主催晩餐会

8/22（水） 在ソウル日本人会役員との懇談朝食会

午前 金守漢韓日親善協会中央会会長表敬訪問

金鍾泌韓日議員連盟会長表敬訪問

在ソウル日本人記者との懇談昼食会

午後 金相厦韓日経済協会会長表敬訪問

韓日文化交流基金主催晩餐会

8/23（木） 「世界陶磁器エキスポ2001」視察

午後 基金フェローシップ研究者、文化人との懇談会

藤村団長主催答礼晩餐会

8/24（金） 帰国

◆日程

（敬称略・順不同）
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●平成14（2002）年度 訪日・訪韓フェローシップ〆切迫る

●平成14（2002）年度助成事業募集

◆人物交流助成

両国の人々が実際にふれあい、意見を交換し、一つのも

のを作り上げるといった参加型プログラムを重視しなが

ら、日韓が共同して実施する民間交流を支援します。

対象事業

Ⅰ青少年・草の根交流

青少年や大学による日韓相互理解のためのプログラムや、

NPO等による地域間交流、民間交流を目的とする事業

Ⅱシンポジウム・国際会議

日韓両国の文化や日韓関係など、両国にかかわる人文社会

科学分野のテーマを扱うシンポジウム・国際会議

Ⅲ芸術交流

日韓の専門家による公演・展示・共同制作など、芸術分野

における本格的な交流を目的とする各種の文化事業

募集期間

上半期募集：2002年１月４日～２月１日

（２００２年４月～２００３年３月実施事業）

下半期募集：2002年７月１日～８月１日

（２００２年１０月～２００３年３月実施事業）

※平成１４年度より、上半期募集において年度内全期間の

事業について申請できるようになりました。

◆図書出版助成

図書を通じた韓国理解は、地道ながらも交流の土台とな

る認識形成に大きな役割を果たします。基金では昨年より

図書出版への支援を開始しました。

対象図書

①日本での韓国理解促進につながる図書や、日本における

韓国・朝鮮研究の成果を著した学術図書

②２００２年４月から２００３年２月までに出版が完了予定の

図書

③申請時に原稿が完成しているもの

④翻訳書の場合は次の点を満たしているもの

・韓国語原著からの直接の翻訳であること

・原著はすでに刊行されている図書であること

・原著についての著作権処理が助成申請時までに完了し

ていること

募集期間

2001年12月１日～12月15日

※募集期間が早まりましたのでご注意ください。

申請資格や助成対象経費など申請についての詳細を記載し

た募集要項ならびに申請書書式は、基金ウェブサイトから

ダウンロードすることができます。

当基金では、日本研究に取り組む韓国人研究者と、韓

国・朝鮮の歴史研究に取り組む日本人研究者への支援制度

として、相手国に滞在し、調査・研究活動に従事するため

のフェローシッププログラムを設けています。２００２年度

フェローシップの申請期間は１０月末日までです。

申請資格などの詳細を記載した募集要項、申請書書式は

基金ウェブサイトからダウンロードすることができます。

基金ではこれまで13年間にわたり、合計500件にも及ぶ民間交流事業を支援してまいりました。

平成14年度も日韓の共同作業による事業、両国の知的分野における交流などを重点対象とし、

青少年・草の根交流や、シンポジウム・国際会議、芸術交流、図書出版といった分野への助成を通じて、

日韓交流のより一層の多様化・活性化を目指していきたいと考えています。
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国立国会図書館は、日本で唯一の

納本図書館として国内刊行物を網羅

的に収集しているほか、国際交換お

よび購入により、外国資料の収集に

も努めている。図書約７４８万９０００

冊、逐次刊行物約１６万７０００種、

そのほかマイクロ資料や地図、文書

などを所蔵している。

韓国・北朝鮮に関する日本語・欧

文 資 料 は 主 に W e b - O P A C

（http://www.ndl.go.jp）で検索するこ

とができる。また、冊子目録として

『国立国会図書館所蔵朝鮮関係資料

目録１．日本文篇』（１９６６年）、

『同補遺版』（１９８３年）、『同２．欧

文篇』（１９６７年）がある。

朝鮮語資料（下表参照）のうち、

図書は『国立国会図書館所蔵朝鮮関

係資料目録３．朝鮮文篇』（１９７０

年）、『同補遺版』（１９８４年）およ

びカード目録で、逐次刊行物は『国

立国会図書館所蔵アジア言語逐次刊

行物目録』（１９９５年３月現在）な

どで検索できる。

また、通常の図書・雑誌とは別に、

主題や形態によっては各専門資料室

で利用する資料群がある。韓国の官

報や法令集・議会資料などは「法令

議会資料室」、朝鮮総督府作成の地

形図など近代以降の一枚物の地図は

「地図室」、朝鮮本などの和装本は

「古典籍資料室」、斎藤実

関係文書や占領期の米軍

政資料などは「憲政資料

室」で所管している。

このように、韓国・北

朝鮮関係資料といって

も、当館の場合多岐にわ

たるが、その中でも朝鮮

語資料の大半を所管して

いるのが、アジア資料室

である。

アジア資料室には約１万冊の参考

図書類が自由に閲覧できるように開

架されている。そのうち韓国・北朝

鮮関係は、日本語・欧文・朝鮮語資

料、合わせて約１５００冊。さらに

「毎経economy」「月刊朝鮮」「千里

馬」など代表的な雑誌３１タイトル、

「朝鮮日報」「東亜日報」「労働新聞」

など主要新聞９タイトル（約２カ月

分）を開架している。

当室所管朝鮮語図書は約１万冊。

参考図書のほか、最近は基本図書、

統計資料、地方史誌、会社・団体史、

学校史などの収集に力を入れてい

る。

雑誌・年鑑類は合わせて１９１３タ

イトル所蔵。学会誌や時事雑誌、各

種業界の年鑑等を購入しているほ

か、国際交換により政府刊行物、大

学出版物を多く収集している。

新聞は９０タイトルを所蔵、その

うち開架新聞を含め１８タイトルを

継続受け入れ中である。また「漢城

旬報・漢城周報」「皇城新聞」など

近代の新聞をはじめ、戦時中を通し

て刊行された「毎日申報」、戦後か

ら１９９３年までの「延辺日報」など、

新聞縮刷版も多数所蔵している。

アジア資料室は、２００２年開館予

定の国立国会図書館関西館（仮称）

において、「アジア文献情報室」と

して新たに出発する予定である。参

考図書、基本図書、主要な雑誌・新

聞を開架により約５万冊提供するほ

か、アジアに関するレファレンスサ

ービス・文献提供サービスをはじめ

とする各種利用サービス、および内

外のアジア関係機関との協力活動な

どを主要な機能と考えている。また、

地域格差のないアジア資料・アジア

情報の提供サービスを目指して、現

在ユニコード対応の中国語・朝鮮語

書誌データベースなどインターネッ

トで利用可能な情報サービスを開発

中である。

国立国会図書館アジア資料課　網野美美（あみの　よしみ）

1986年以前　朝鮮語図書 約7500冊

（図書閲覧課所管）

1986年以降　朝鮮語図書 約10000冊

（アジア資料課所管）

朝鮮語雑誌・年鑑類 1913種

（うち継続600種）

朝鮮語新聞 90種

（うち継続18種）

◆朝鮮語資料

（2001年７月現在）

ア
ジ
ア
資
料
室

所在地　〒100-8924 東京都

千代田区永田町1-10-1

電話　　03-3581-2331（代表）

ホームページ http://www.ndl.go.jp/

開館時間　9：30～17：00

休館日 日曜日、土曜日（第1、第3土

曜日を除く）

国民の祝日・休日、年末年始

第1・第3土曜日の直後の月曜

日（祝日・休日にあたる時はそ

の翌日）

1月、4月、7月、10月の第3土

曜日直前の水曜日

利用できる人　満20歳以上の方

日本における韓国・朝鮮研究　図書館編
調 査 ノ ー ト

■国立国会図書館
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